
ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

１ 　 第 7 3 8 8 号 　 2 0 2 1 年 （ 令 和 ３ 年 ） １ １ 月 ２ ０ 日 ㈯

曇 つ た 秋

　
２

生 前 未 発 表 詩

猫 が 鳴 い て ゐ た 、 み ん な が 寝 静 ま る と 、隣 り の 空 地 で 、 そ こ の 暗 が り で 、ま こ と に 緊 密 で ゆ つ た り と 細 い 声 で 、ゆ つ た り と 細 い 声 で 闇 の 中 で 鳴 い て ゐ た 。あ の や う に ゆ つ た り と 今 宵 一

ひ と

夜
よ

を

鳴 い て 明

あ か

さ う と い ふ の で あ れ ば

さ ぞ や 緊 密 な 心 を 抱 い て猫 は 生 存 し て ゐ る の で あ ら う … …あ の や う に 悲 し げ に 憧 れ に 充 ち て今 宵 あ あ し て 鳴 い て ゐ る の で あ れ ばな ん だ か 私 の 生 き て ゐ る と い ふ こ と もま ん ざ ら 無 意 味 で は な さ さ う に 思 へ る … …猫 は 空 地 の 雑 草 の 蔭

（ か げ ）

で 、

多 分 は 石 こ ろ を 足 に 感 じそ の 冷 た さ を 足 に 感 じ 、霧 の 降 る 夜 を 鳴 い て ゐ た ― ―
3 2

秋 の 夜 に 響 く 猫 の 鳴 き 声 。 恋 の 季 節 と は 違 っ た 哀 切 で し っ と りと し た 調 べ が 、 孤 独 な 詩 人 の 心 に 沁 み と お り ま す 。 足 が 冷 た い石 に 触 れ て い る と 想 像 す る の は 、 猫 が 置 か れ た 生 き づ ら い 状 況を 思 い や る か ら で 、 そ ん な 中 で も マ イ ペ ー ス を 失 わ な い 猫 へ の敬 愛 の 情 が 現 れ て い ま す 。

　 （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

 豊 ）

皆 さ ん ご 無 事 で

の バ ス に 乗 っ た 。 見 た 目 に は 平 和 な 見慣 れ た 外 の 景 色 を ぼ ん や り 眺 め て いた 。 自 衛 隊 の 車 と す れ 違 っ た 。　
十 五 年 く ら い 前 に イ タ リ ア で 、 観 光

バ ス の 窓 の 外 に 戦 車 を 見 た 。 数 台 続 く車 列 に 目 を 見 張 っ た 。 彼 等 は 陽 気 に ハッ チ か ら 顔 を 出 し 、 私 達 に 笑 っ て 手 を振 っ た 。 若 く 美 し い 青 年 た ち 。　
も し 、 今 、 こ の 循 環 バ ス に 戦 車 の 砲

が 向 け ら れ た ら ・ ・ ・ こ の ま ま バ ス ごと 拉 致 さ れ た ら 。 ど う し よ う 。　
乗 客 は 私 を 含 め て 四 人 。 全 て 私 と 同

じ 高 齢 者 の 女 性 。 男 性 は 運 転 手 さ ん 一

　
バ ス に 乗 っ て 買 い 物 に 出

か け た 。 何 日 分 か の 食 料 を買 い 込 み 両 手 に 下 げ て 帰 り

人 。 彼 も 若 く は な い 。 戦 車 と バ ス では 到 底 戦 え な い 。 拉 致 さ れ た ら 日 本政 府 が 動 き 助 け て く れ る だ ろ う か 。北 朝 鮮 に 拉 致 さ れ た め ぐ み ち ゃ ん の前 例 も あ る 。 希 望 は 少 な い 。　
バ ス の 中 に は 五 人 い る 。 各 々 買 い

物 袋 を 持 っ て い る 。 袋 の 中 に は な にが し か の 食 料 が あ る は ず だ 。 全 員 のそ れ を 床 に 並 べ て ど の よ う に 食 い 繋ぐ か 、 協 議 し な け れ ば な ら な い 。 私は 、 す ぐ 食 べ ら れ る も の と し て 牛 乳と 食 パ ン と お は ぎ を 持 っ て い る 。 いざ と な れ ば 浅 利 の 殻 を わ り 食 べ よう 。 茄 子 に か ぶ り つ こ う 。　
臨 戦 態 勢 で い た ら 、 私 の 降 車 の バ

ス 停 に 着 い て し ま っ た 。 皆 さ ん ご 無事 で 。 ヨ イ コ ラ シ ョ と バ ス を 降 りた 。

臼 渕 厚 史 委 員 長 （ 新 山 口 駅 を バ ッ ク に ）

　
同 商 議 所 は 今 年 ６ 月 、

山 口 市 に お け る 二 つ の 都市 核 の 一 つ 、 山 口 都 市 核の 「 山 口 市 中 心 市 街 地

　

未 来 都 市 構 想 」 を 策 定 。「 一 人 ひ と り が 輝 き 、 豊か な 生 活 を 実 感 で き る 街へ 」 を テ ー マ に 、

5 0年 後

の 理 想 像 を 提 言 し た 。　
そ し て 、 も う 一 つ の 都

市 核 「 小 郡 都 市 核 」 に おけ る

5 0年 後 の 理 想 像 を 提

言 し よ う と 、 同 委 員 会 は７ 月 に 始 動 。 ５ 回 に わ たる 協 議 を ９ 月 末 ま で に 行
　
山 口 商 工 会 議 所 （ 河 野 康 志 会 頭 ） の 「 新 山 口

都 市 核 づ く り 委 員 会 」  （ 臼 渕 厚 史 委 員 長 ） に よ る提 言 「 新 山 口 都 市 核

　
未 来 都 市 構 想 」 が 、 こ の

ほ ど 発 表 さ れ た 。

い 、 提 言 書 に ま と め た 。構 成 メ ン バ ー は 、 小 郡 町在 住 の 男 性 経 営 者 や 、 市内 外 在 住 の 女 性 ら ７ 人 。オ ブ ザ ー バ ー も 参 加 し つつ 、 ま た そ れ ぞ れ 従 業 員ら 周 囲 の 人 に も ヒ ア リ ング を す る な ど し て 、 意 見を 積 み 重 ね て い っ た 。

　
臼 渕 委 員 長 は 「 山 口 都

市 核 は 、 行 政 、 文 化 、 歴史 、 教 育 、 観 光 な ど を 充実 さ せ る 役 割 を 担 っ て いる 。 一 方 小 郡 都 市 核 には 、 交 通 結 節 点 で あ る 優位 性 を 生 か し 、 経 済 的 発展 を リ ー ド し て い く こ とが 求 め ら れ る 。 こ の 地 域が 新 し い ビ ジ ネ ス エ リ アと し て 成 長 し て い く こ とで 、 二 つ の 都 市 核 が も たら す 好 影 響 は 市 に と ど まら ず 、 県 全 域 に 波 及 し てい く は ず 。 委 員 会 で は 、初 期 段 階 で 全 体 コ ン セ プト を 決 定 し 、 ど の よ う な機 能 を ど こ に 整 備 し た ら良 い か 、 具 体 的 な 提 案 をメ ン バ ー そ れ ぞ れ が 積 極的 に 示 し て い っ た 。 そ して 『 自 分 も そ う 思 う 』  『 その 施 設 に こ れ を 加 え た らも っ と 良 く な る 』 な ど 、意 見 に 意 見 が 重 な り 合い 、 良 い 構 想 が 組 み 上 がっ て い っ た と 感 じ て いる 」 と 話 す 。　 「 新 山 口 都 市 核

　
未 来

都 市 構 想 」 の テ ー マ （ コン セ プ ト ） は 、  「 い い こと 見 つ か る

　
つ な が り 始

ま る

　
暮 ら し や す い ま

ち 」  。  「 景 観 に つ い て （ 長期 改 善 が 必 要 ）  」  「 新 山 口駅 直 結 型 の 建 造 物 （ 駅南 ）  」  「 ガ ー デ ン シ テ ィ の整 備 」  「 住 宅 ・ オ フ ィ スエ リ ア の 整 備 」  「 モ ー ル施 設 ・ 新 産 業 物 流 拠 点 」「 そ の 他 」 の ６ 項 目 で 構成 さ れ 、 山 口 商 工 会 議 所の ウ ェ ブ サ イ ト  （

https://

w
w

w.ya
macci.or.jp/

） で

公 開 さ れ て い る 。　 　

◇
　 　

◇
　 　

◇

　
２ 面 ・ ３ 面 で は 、  「 新

山 口 都 市 核

　
未 来 都 市 構

想 」  の 内 容 を 紹 介 し ま す 。

「 中 心 市 街 地 」 に 続 き 　 山 口 商 工 会 議 所
「 新 山 口 都 市 核 　 未 来 都 市 構 想 」 を 発 表



2 0 2 1 年 （ 令 和 ３ 年 ） １ １ 月 ２ ０ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

 １ 行 記 事　 中 村 女 子 高 が １ ２ 月 ２ ５ 日 （ 土 ） 午 前 ９ 時 か ら 開 催 の 「 親 子 ク リ ス マ ス 料 理 講 習 会 」 参 加 者 を 募 集 中 。 参 加 費 は １ 組 ２ ８ ０ ０ 円 で 、 締 め 切 り は 同 ３ 日 （ 金 ） 必 着 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 1 年 （ 令 和 ３ 年 ） １ １ 月 ２ ０ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら １ ０ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ２ ２ ８ 件 、 死 者 数 ３ 人 、 負 傷 者 数 ２ ６ ４ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ４ 件 減 、 ２ 人 減 、 １ 人 増 だ っ た 。



2 0 2 1 年 （ 令 和 ３ 年 ） １ １ 月 ２ ０ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
　

2 3日  （ 火 ・ 祝 ）  ま で 、

「 や ま ぐ ち

2 1地 域 名 所 カ

ー ド イ ラ ス ト パ ネ ル 展 」が 山 口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市天 花 １ ） で 開 催 さ れ て いる 。 入 場 無 料 。　
同 カ ー ド は 、 山 口 市 内2 1地 域 の 名 所 や 旧 跡 を イ

ラ ス ト や 説 明 文 で 紹 介 した も の 。 イ ラ ス ト を 担 当し た セ キ サ ト コ さ ん の 原画 や カ ー ド イ ラ ス ト の 展示 に 加 え 、

2 2枚 目 の カ ー

ド と オ リ ジ ナ ル 台 紙 も 限定 で 無 料 配 布 さ れ て いる 。  （ １ 人 １ 枚 ま で 。 なく な り 次 第 終 了 ）  。　
問 い 合 わ せ は 主 催 の 山

口 ゆ め 回 廊 博 覧 会 推 進 室
（
☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

４

１ ５ ２ ） へ 。
～ 2 3 日

や ま ぐ ち

2 1地 域 名 所 カ ー ド

イ ラ ス ト パ ネ ル 展
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